
























































































































































































































































延宝８年 （1680） □ □（御津）
元禄５年 （1692） □（浜松）




宝永４年 （1707） ■▲ ■▲（49日後、富士山噴火） ■▲
正徳１年 （1711） □（１ｍ、御津）
























嘉永７年 （1854） ■■▲ ■▲ ■▲■▲（高豊、御津）
安政１年 （1854） □（浜名湖）













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































赤羽根・地元 東海道筋 その他 赤羽根・地元 東海道筋 その他
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